
2月2日冬季県民レクリエーション大会「雪のシンフォニー」より(城端町城南パークにて)
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立
山
の
か
ぶ
さ
る
町
や
水
を
打
つ
前
田
普
羅

…

普
羅
と
水
魚
の
交
わ
り
の
あ
っ
た
、
故
・
棟
方
志
功

一

-

富
山
県
人
な
ら
誰
で
も
「
立
山
の
か
ぶ
さ
る
町
」

一
画
伯
の
銅
板
の
レ
リ
ー
フ
に
は
「
わ
が
俳
句
は
、
俳

…

一
の
表
現
に
な
る
ほ
ど
と
思
わ
れ
よ
う
。
こ
の
句
は
私

一
句
の
た
め
に
あ
ら
ず
、
更
に
高
く
深
き
も
の
へ
の
階

一

一
の
旧
師
・
前
回
普
羅
が
詠
ん
だ
も
の
。
普
羅
は
千
葉

一
段
に
過
ぎ
ず
の
普
羅
の
信
念
が
彫
ら
れ
、
そ
の
横
に

一

一県
出
身
。
関
東
大
震
災
の
翌
年
、
横
浜
か
ら
当
時
の

一
は
、
先
師
・
中
島
杏
子
の
選
ば
れ
た
「
雪
」
の
五
句
一

…報
知
新
聞
富
山
支
局
長
と
し
て
着
任
し
た
。
普
羅
は
…
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

一

一
赴
任
の
下
相
談
を
受
け
て
「
島
流
し
の
よ
う
に
も
思

一

大
雪
と
な
り
て
今
日
よ
り
お
正
月

一

…
っ
た
が
、
立
山
あ
り
、
黒
部
峡
谷
あ
り
、
飛
騨
に
接

一

雪
の
夜
や
家
を
あ
ふ
る
る
彰
声

一
し
能
登
に
も
近
く
、
山
河
に
遊
ぶ
心
地
」
と
思
い
直
一

う
し
ろ
よ
り
初
雪
降
れ
り
夜
の
町

.

一
し
て
承
諾
さ
れ
た
と
聞
い
た
。
師
は
着
任
の
一
夜
が
一

雪
山
に
雪
の
降
り
居
る
タ
か
な

…

一
明
け
て
、
郊
外
の
田
圃
の
畦
に
立
っ
て
「
終
に
立
山
一

オ
リ
オ
ン
の
真
下
春
立
つ
雪
の
宿

一

一
の
下
に
来
た
、
私
の
目
か
ら
涙
が
と
め
ど
な
く
流
れ
一
雪
国
に
住
む
私
た
ち
の
生
活
と
「
雪
」
と
は
切
っ

一

「
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俳
人
「
辛
夷
」
主
宰
冨
永
島
恵
…
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一
た
」
と
も
云
わ
れ
た
と
云
う
。
文
、
句
集
の
小
伝
の
一
て
も
き
れ
な
い
縁
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
句
は
私
た
ち
一

一
一
節
に
も
「
越
中
に
移
り
来
り
て
相
対
し
た
る
濃
厚
一
の
祖
先
が
昔
か
ら
風
雪
に
耐
え
て
き
た
暮
し
を
思
い

一

一
な
る
自
然
味
と
、
山
織
の
偉
容
と
は
、
次
第
に
わ
が
一
出
さ
せ
て
く
れ
る
。
文
、
私
の
子
ど
も
の
頃
は
雪
が
多

…

一
人
生
観
、
自
然
観
に
大
い
な
る
変
化
を
起
こ
し
つ
つ
一
く
積
っ
た
。
家
々
の
屋
根
か
ら
下
ろ
し
た
雪
が
馬
の

一

一
あ
る
を
知
り
、
居
を
越
中
に
定
め
て
現
在
に
至
る
」
一
背
の
よ
う
に
家
の
前
の
道
を
埋
め
た
。
そ
の
後
、
何
一

一
と
も
書
か
れ
て
い
る
。

越
中
人
で
な
い
普
羅
を
か
く

一
度
か
豪
雪
に
見
舞
わ
れ
た
が
、

近
年
は
、
ほ
と
ん
ど

一

一
ま
で
愛
し
つ
づ
け
さ
せ
た
富
山
の
自
然
美
は
、
私
の

一
雪
の
な
い
正
月
を
迎
え
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
身

一

一
よ
う
に
、
富
山
で
生
ま
れ
、
育
ち
、
骨
を
埋
め
る
者

…
勝
手
と
は
思
い
な
が
ら
、
雪
国
に
住
む
私
に
は
雪
の

…

一
に
と
っ
て
も
誇
る
べ
き
だ
と
思
う
。

一
な
い
暮
し
に
は
い
ち
ま
つ
の
淋
し
さ
さ
え
思
う
。

一

.

私
は
句
作
に
迷
い
を
感
じ
た
時
、
旧
師
・
普
羅
を
一
さ
て
、
昭
和
三
十
八
年
に
建
立
さ
れ
た
、
こ
の
文

一

一
な
つ
か
し
く
思
う
時
、
迷
う
こ
と
な
く
、
富
山
域
社
一
学
碑
も
銅
板
の
緑
青
が
垂
れ
て
、
い
っ
そ
う
寂
び
た
一

…
の
「
普
羅
文
学
碑
」
を
能
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

…
風
情
と
月
日
の
流
れ
を
思
わ
せ
ら
れ
て
な
ら
な
い
。

…
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森の案内人
島田誠治さん森林インストラクター

「
今
は
ま
さ
に
心
の
豊
か
さ
を
求
め
る
時
代
で
す
。
多
く
の
人
が
自
然
の

中
で
の
ん
び
り
と
過
ご
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
人
た
ち
が

楽
し
く
自
然
と
付
き
合
え
る
よ
う
に
手
助
け
を
し
た
い
と
思
っ
て
応
募
し
ま

し
た
U

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
森
林
浴
な
ど
で
森
を
訪
れ
る
人
た
ち
に
、
野

外
活
動
の
指
導
や
毒
キ
ノ
コ
の
見
分
け
方
、
樹
木
の
種
類
な
ど
を
教
え
る
森

林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
第

一
回
試
験
の
合
格
者
が
昨
年
の
十
二
月
に
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
全
国
四
百
五
十
二
人
の
受
験
者
の
中
か
ら
四
十
九
人
が
合
格

し
ま
し
た
が
、
県
内
か
ら
は
二
人
で
、
そ
の
う
ち
の

一
人
が
城
端
町
の
島
田

誠
治
さ
ん
。
栄
え
あ
る
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
第

一
期
生
の
島
田
さ
ん
に

勤
務
先
の
緑
豊
か
な
福
野
高
校
で
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

島
田
さ
ん
は
城
端
の
山
す
そ
に
あ
る
農
村
地
帯
で
農
家
の
長
男
と
し
て
育

ち
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら

一
年
中
野
山
を
駆
け
回
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。

そ
ん
な
環
境
の
中
で
育
っ
た
せ
い
か
、
現
在
で
も
野
山
を
歩
く
の
が
大
好
き

と
の
こ
と
で
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の

一
端
と
し
て
、
ご
く
自
然
に
森
林
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
趣
味
は
子
ど
も
と

一
緒
に
部
活
動

を
す
る
こ
と
と
い
う
熱
血
先
生
で
、
実
際
に
教
え
て
い
る
ス
キ
l
は
、
国
体

に
何
回
も
出
場
す
る
程
の
腕
前
と
か
。
元
気
が
こ
ち
ら
に
伝
わ
っ
て
く
る
よ

う
な
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
先
生
で
す
。

「
新
婚
旅
行
で
カ
ナ
ダ
の
バ
ン
フ
!
国
立
公
園
へ
行
き
ま
し
た
が
、
森
林

公
園
の
中
に
街
が
あ
る
の
を
見
て
大
変
驚
き
ま
し
た
。
ゴ
ミ
が

一
つ
も
な
く
、

野
生
動
物
が
道
を
横
切
る
と
車
が
ピ

タ
ッ
と
止
ま
り
ま
す
。
人
は
の
ん
び

り
と
し
て
大
ら
か
で
す
。
そ
し
て
誰

も
が
気
軽
に
森
林
解
説
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。
人
間
と
自
然
の
見
事
な
ハ

ー
モ
ニ
ー
に
深
く
感
動
し
ま
し
た
U

将
来
は
森
林
指
導
員
制
度
の
進
ん
だ

北
欧
や
北
米
へ
勉
強
に
行
き
た
い
と

い
う
夢
を
も
っ
て
い
る
島
田
さ
ん
。

今
後
も
よ
り
多
く
の
人
に
、
富
山
の

美
し
い
森
を
語
っ
て
い
き
ま
す
。



雪を活かした公園づ、くり衛星通信で全国へ情報発信
スノーアートとやま'92・開催

自
然
に
降
り
つ
も
る
雪
の
美
し
さ
を
活
か
し
た
ス
ノ
!
ア
l
ト

が
、
県
庁
前
公
園
に
出
現
。
こ
れ
は
県
の
雪
に
強
い
魅
力
あ
る
都

市
環
境
づ
く
り
事
業
の

一
環
で
、
「
雪
を
活
か
し
た
公
園
づ
く
り
」

と
し
て
元
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

今
年
の
テ
l
マ
造
形
は
、
造
園
の
伝
統
技
法
を
メ
イ
ン
テ
l
マ

と
し
た
「
公
園
の
冬
支
度
」
。
竹
や
縄
を
使
っ
た
巨
大
な
雪
吊
り
や

氷
の
雪
囲
い
が
展
示
さ
れ
た
ほ
か
、
水
の
流
れ
や
光
を
利
用
し
た

雪
美
流
し
ゃ
雪
美
竹
垣
、

雪
美
遊
具
も
設
置
さ
れ
、
行
き
か
う
人

の
目
を
引
い
て
い
ま
し
た
。

一
月
十
六
日
か
ら
は
夜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
、
公
園
は

幻
想
的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

2 

富山県高度情報通信ネットワーク・開局

通
信
衛
星
を
利
用
し
て
国
や
各
自
治
体
聞
を
情
報
で
結
ぶ
「
高

度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
開
局
式
が

一
月
十
七
日
、
県
庁

大
ホ
l
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
は
、
従
来
の
防
災
行
政
無
線
に
代
わ

る
新
し
い
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
県
下
全
域
を
通
信
衛
星
を
使
っ
て

結
ぶ
と
い
う
富
山
県
の
構
想
が
き
っ
か
け
と
な

っ
て
、
自
治
省
が

国
レ
ベ
ル
で
取
り
組
ん
だ
も
の
で
、
こ
の
日
は
全
国
に
先
駆
け
て

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
東
京
都
、

富
山
県
、
そ
し
て
兵
庫
県

を
結
ん
で
の
記
念
テ
レ
ビ
交
信
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
沖
知
事
は
、
県
庁
大
ホ
l
ル
に
設
置
さ
れ
た
七
十
イ
ン
チ
の

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
l
を
通
じ
て
塩
川
自
治
大
臣
と
テ
レ
ビ
対
話

を
行
い
、
「
本
県
が
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
産
み
の
親
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
全
国
に
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
、
機
能
が
充
実
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
U

と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
日

は
、
極
楽
坂
ス
キ
l
場
に
移
動
中
継
車
が
設
置
さ
れ
、
ミ
ス
J
E
T

ら
が
笑
顔
い
っ
ぱ
い
に
、
今
年
開
催
さ
れ
る
エ
キ
ス
ポ
と
や
ま
博

を
P
R
し
ま
し
た
。
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友好の確かな証四島返還リフォームファッションで、リザイタレ
省資源・省エネルギー運動富山県民大会開催 北方領土の日記念事業

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
富
山
県
民
会
議
結
成
十
周
年
と
二
月

七
日
の

「北
方
領
土
の
日
」
を
記
念
し
た
講
演
会

・
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が

一
月
十
八
日
に
富
山
市
な
ど
で
行
わ
れ
、
歯
舞
群
島
、

色
丹
島
、
国
後
島
及
び
択
捉
島
の
北
方
四
島
の
早
期
返
還
実
現
を

県
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

北
方
領
土
の
日
は
、

一
八
五
五
年
二
月
七
日
に
結
ぼ
れ
た
「
日

露
通
好
条
約
」
に
お
い
て
、
日
本
と
ロ
シ
ア
の
国
境
が
択
捉
島
と

ウ
ル

ッ
プ
島
の
聞
に
決
め
ら
れ
た
こ
と
に
ち
な
み
、
昭
和
五
十
六

年
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

記
念
講
演
会
は
、
富
山
市
の
農
協
会
館
で
聞
か
れ
、
元
N
H
K

解
説
委
員
長
の
家
城
啓

一
郎
氏
が
「
こ
れ
か
ら
の
日
ロ
関
係
と
北

方
領
土
問
題
」
と
題
し
て
講
演
。
参
加
者
約
二
百
五
十
人
が
、
領

土
問
題
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
折
か
ら
の
寒
い
天
候
の
中
、
富
山
西
武
前
で
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
署
名
活
動
と
と
も
に
、
句
の
魚
介
を
煮
込
ん

だ
ア
ツ
ア
ツ
の
北
方
領
土
返
還
祈
願
な
べ
の
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
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エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資
源
の
有
効
利
用
を

一
人
ひ
と
り
の
生
活
の
レ

ベ
ル
か
ら
考
え
て
い
こ
う
と
「
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
運
動
富

山
県
民
大
会
」
が
二
月

一
日
富
山
市
の
マ
リ
エ
と
や
ま
七
階
「
オ

ル
ビ
ス
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
た
ん
す
に
眠
っ
て
い
た
古
着
や
カ
ー
テ
ン
な
ど
を

利
用
し
た
リ
フ
ォ
ー
今
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
や
、
海
外
で
の
省

エ
ネ
の
現
状
を
聞
く
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
く
ら
し
見
聞
録
」
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

リ
フ
ォ
ー
今
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
で
は
、
県
消
費
者
協
会
の

t

グ
ル
ー
プ
や
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
員
な
ど
が
自
ら
モ
デ
ル
に
ふ
ん
し
、

七
十
点
余
の
作
品
を
次
々
と
紹
介
。
立
ち
見
で
い

っ
ぱ
い
の
会
場

か
ら
は
、
個
性
あ
ふ
れ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
歓
声
が
あ
が
っ
て
い

ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
省
エ
ネ
活
動
を
推
進
し
て
い
る
優
良
五
団
体
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
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特集
富山観光情報ステーション誕生

宅急ぜ竺かるライブ竺アィ〉

いきいきKAN

とやま観光物産センター・いきいきKAN
3月19日オープン

時三皇居5?j↓ 03》 HZ同け持県
きをぱ々がやにで ¥ ~グ らお|セが 観ま '1士都
K 繰いのら情 。 、 、三二一一ー しりのン オ光 なピの
A り のスに報リ 3 富山がわか話。汗。 さ富「タ l物富 7玄

P53ぢ与号 Jt0' l'al'ミ!ICAI1言宗旨 liご害出三官
のま フ卜富卜と Q (騎3とや悲観光物産包ジター 内持い 、しン報シ
概 す 口が山ワや O 外っきモまタをツ富
要 。アあを l ま m2 は光|め魅特観ルの観缶のす|集ク山
にム l り体ク H の全物シ込力産光す人光(シ

0
・ め ど 駅

っ固に 、験ををビ国産ヨんを品情るに資【ン い 発 ) 前
いはそ 遊・駆再ツ最施ンだいな報と広源 N ボ き信 5 再
て こ の び体使現グ大設で情つどやとくの ) ル い す 階 開
おの多 ご感し 。なのとす報ぱ富文もア豊」キ きるに発
し。彩 こ で て ハ フ ス し 。スい山化にピかがヤ K i 

ら い な ろき、イロケて観テつの・ 、 | さ 示 ラ A とさル

機

能

①
地
場
産
業
の
振
興

②
観
光
の
振
興

③
各
種
情
報
の
提
供

④
県
民
相
互
及
び
県
外
客
と
の
交
流
の
促
進

施
設
概
要

T
O
Y
A
M
A
を
体
感
す
る
と
き
め
き
の
ビ

ッ
グ
フ
ロ
ア
ー
は
七
つ
の
ゾ

l
ン
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

NFOMART 

観
光
』情
報
ソ

ン

庁
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
駆
使
の

リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
観
光
情
報
庁

富
山
の
各
種
情
報
を
キ
ャ
プ
テ
ン
や
パ
ソ
コ

ン
通
信
等
の
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
で
、
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
提
供
し
ま
す
。
提
供
す
る
情
報
は
、
観

光
案
内
情
報
を
始
め
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
宿
泊
情

報
、
交
通
情
報
、
気
象
情
報
な
ど
で
す
が
、
こ

の
他
、
県
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
の
チ
ケ

ッ
ト
予
約
・

販
売
や
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
ガ
イ
ド
、
ス
ポ
ー
ツ
&

レ
ジ
ャ
ー
ガ
イ
ド
等
を
行
い
ま
す
。

日
本
海
の
生
き
た
魚
が
泳
ぐ
水
槽
を

ま
た
、

話F

設
置
す
る
ほ
か
、
立
山
・

黒
部
の
四
季
を
と
ら

え
た
パ
ネ
ル

・
コ
ル
ト
ン
等
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

に
よ
り
、
大
自
然
の
パ
ノ
ラ
マ
が
満
喫
で
き
る
、

〈富
山
湾
l
立
山

・
黒
部
コ
ー
ナ
ー
v
も
あ
り
ま

す
。さ

ら
に

〈
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
コ
ー
ナ
ー
v
も
設

け
、
富
山
の
企
業
や
市
町
村
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン

・
キ

ャ
ン
ペ

ー
ン
の
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
活
用
し
ま
す
。
ま
た
、

〈
ビ
デ
オ
ガ
イ
ド
コ
ー

ナ
ー
v

は
、
富
山
の
み
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
た
ワ

イ
ド
な
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
や
、

ωも
の
映
像
情

報
を
つ
め
こ
ん
だ
ビ
デ
オ
ブ
ー
ス
が
設
置
し
て

あ
り
、
と
て
も
楽
し
い

コ
ー
ナ
ー
で
す
。

0
案
内
時
間
/
釧
叩

一
o
o
i
m
8
一
0
0

6 

せ
し
ま
す
。

HEATER 

A 
V 
ホ

ル

。大
迫
力
の
A
V
で

T
O
Y
A
M
A
の
四
季
を
ま
る
ご
と
体
感
。

1
5
0
イ
ン
チ
の
鮮
明
な
ワ
イ
ド
ス
ク
リ
ー

ン
映
像
と
体
感
を
演
出
す
る
重
低
音
装
置
(
ボ

デ
ィ
ソ
ニ

ッ
ク
)
、
さ
ら
に
立
体
迫
力
音
響
を

駆
使
し
て
富
山
の
四
季
や
各
地
の
祭
等
を
擬
似

体
験
し
、
富
山
観
光
の
醍
醐
味
を
体
感
で
き
る

空
間
で
す
。

0
客
席
数
/
ロ
席

ALL 
~ 
37 

目
的
ホ

ル

7 

庁
コ
ン
サ
ー
ト
か
ら
パ
ー
テ
ィ
ー
ま
で

ラ
イ
ブ
感
覚
あ
ふ
れ
る

イ
ベ

ン
ト
の
新
ス
ペ

ー
ス
。

富
山
の
民
謡
や
郷
土
芸
能
の
数
々
を
そ
の
場

で
観
賞
し
た
り
、
各
種
の
物
産
展
や
見
本
市
の

開
催
が
可
能
な
ゆ
と
り
の
多
目
的
ホ

l
ル
で
す
。

ま
た
、
ホ
ー
ル
の
中
央
部
に
は

二
分
割
で
き
る

間
仕
切
パ
ネ
ル
を
完
備
し
、
中
小
の
会
議
や
ミ

ニ
イ
ベ
ン
ト
に
も
対
応
で
き
ま
す
。

0
活
用
範
囲
/
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ

ー
、
音
楽

発
表
、
講
演
会
、
文
化
講
座
、
パ
ー
テ
ィ
ー
、



展
覧
会
、

バ
ザ

l
ル
、
会
議
等
。

o 
収
容
人

ARTラ
物 空
産 席

マ 3

ケ 2
ツ {

ト

いきいきKAN

物
産
の
販
売
も
情
報
の
受
信
、
発
信
の

一
つ

と
し
て
と
ら
え
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ
プ
と
し
て

の
機
能
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
内
外
の

消
費
動
向
を
把
握
し
つ
つ
、
展
示
即
売
の
活
性

化
を
図
り
、

富
山
産
品
の
全
て
を
紹
介
す
る
場

と
し
ま
す
。
「
富
山
の
く
す
り
」
に
つ
い
て
は
、

販
売
と
同
時
に
そ
の
歴
史
や
製
法
な
ど
も
紹
介

し
ま
す
。

O
展
示
・
販
売
物
産
品

・
加
工
食
品
/
地
酒
、
水
産
加
工
品
、
農
産
品
、

名
水
、
銘
菓
、
米
飯
(
ま
す
の
寿
司
)
他

・
伝
統
民
芸
品
/
ひ
ょ
う
た
ん
、
和
紙
製
品
、

木
彫
獅
子
頭
、
土
人
形
、
竹
細
工
他

・
現
代
民
芸
品
/
ガ
ラ
ス
工
芸
品
、
陶
芸
製
品
、

革
ク
ラ
フ
ト
、
木
製
イ
ン
テ
リ
ア
他

・
伝
統
工
芸
品
/
和
紙
、
木
彫
、
銅
器
他

・
富
山
の
く
す
り

0
営
業
時
間
/
釧
叩
一

o
o
l
m
8
一
0
0

。味
と
技
と
物
産
情
報
が
満
載
、

メ
イ
ド
イ
ン
・

T
O
Y
A
M
A
の

一
大
マ
ー
ケ
ッ
ト
。

とやまがわかるライブメディア

YMBOL 

水
と
虹
の
オ
ブ
ジ
工

。T
O
Y
A
M
A
の
イ
メ
ー
ジ
を
奏
で
る
、

水
と
光
と
虹
。

メ
イ
ン
エ
レ
ベ
ー
タ
の
正
面
に
位
置
す
る
、

富
山
の
シ
ン
ボ
ル

・
オ
ブ
ジ
ェ
で
す
。
立
山
連

峰
と
富
山
の
豊
か
な
水
や
自
然
を
連
想
さ
せ
る

そ
の
輝
き
は
、
同
時
に
「
い
き
い
き
K
A
N
」

の
イ
メ
ー
ジ
の
創
出
で
も
あ
り
ま
す
。
水
と
光

の
織
り
な
す
き
ら
め
き
は
美
し
い
虹
の
幻
想
を

映
し
出
し
、
訪
れ
る
人
々
を
魅
了
し
ま
す
。

0
オ
ブ
ジ
ェ
・
タ
イ
ト
ル
/
『
水
と
虹
の
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
』
制
作
者
一
大
伴
二
三
弥

ELAX 

'情
報
休
憩
ゾ

ン

。名
水
で
潤
う
、

ゆ
と
り
の
オ
ア
シ
ス
・
ス
ペ
ー
ス
庁

ゆ
っ
た
り
と
座
っ
て
全
国
名
水
百
選
選
定
の

富
山
の
名
水
を
味
わ
い
な
が
ら
、
映
像
で
観
光

情
報
が
楽
し
め
る
リ
ラ
ッ
ク
ス

・
ス

ペ
ー
ス
で

す
。
富
山
の
各
地
に
設
置
さ
れ
た
カ
メ
ラ
を
通

し
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
映
像
が
と
ど
け
ら
れ
る

と
と
も
に
、
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
が
観
賞
で
き

る
気
軽
な
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

8 

ASTE 

越
中

、ーニニ
つ昧
つ
お
茶
屋

庁越
中
の
も
て
な
し
に
舌
鼓
を
う
て
ば
、

「
ご
つ
つ
お
」
の
味
が

じ
わ
っ
と
泌
み
て
く
る
。

9 

合
掌
造
り
民
家
の
内
部
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
飲

食
ゾ

l
ン
で
す
。
富
山
の
食
文
化
を
紹
介
す
る

た
め
に
、
古
く
か
ら
伝
わ
る
利
賀
そ
ば
、
氷
見

う
ど
ん
な
ど
富
山
を
代
表
す
る
郷
土
料
理
や
薬

膳
料
理
を
提
供
し
ま
す
。
庖
内
の
調
度
品
類
に

も
富
山
産
品
を
使
用
し
、
「
ご

っ
つ
お
」
と
よ
ば

れ
る
富
山
な
ら
で
は
の
お
も
て
な
し
で
、
お
い

し
い
料
理
と
う
ま
い
地
酒
が
堪
能
で
き
ま
す
。

o
席
数
/
日
席

0

メ
ニ
ュ
ー

-
昼
の
部
/
単
品
・
定
食

弁
当
な
ど
)

・
夜
の
部
/
一

品
料
理

・
会
席
料
理

0
営
業
時
間
/
M
M
m
一
0
0
1
間
口
一
0
0

(
幕
の
内
・
松
花
堂





国盤調・

人口の高齢化、医療の高度化、疾病構造の変化、医師や看護

婦の確保など、現代の医療を取り巻く環境には、いくつもの課

題があります。

医務課では、これらに適切に対応し、県民に信頼される医療

体制をつくるため、さまざまな事業を行っています。

課務医

薫さん(ミスオヤベ)源通レポーター:

婦
が
必
要
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め、

P
R
事
業
や
潜
在
看
護
職
員
の

発
掘
等
を
行
い
人
材
の
確
保

に
努
力
し
て
い
ま

す
。

皆
さ
ん
の
中
で
、
今
ま
で
一
度
も
医
療
機
関
を
利

用
し
た
こ
と
の
な
い
方
は
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ

ん
な
医
療
機
関
を
影
で
支
え
て
い
る
の
が
、
今
回
お

じ
ゃ
ま
し
た
医
務
課
な
の
で
す
。
二
の
課
は
か
県
民

ニ
l
ズ
に
対
応
し
た
医
療
体
制
の
確
保
H

を
モ
ッ
ト

ー
に
し
て
い
ま
す
が
、

'
で
は
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な

仕
事
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
口
私
が
見
て
感
じ

た
こ
と
を
交
え
な
が
ら
紹
介
し
ま
す
。

そ
し
て
三
つ
め

に
は
、
救
急
医
療
・

へ
き
地
医
療
の
推

進
や
医
療
情
報
シ

ス
テ
ム
の
整
備
が

あ
り
ま
す
。

信
頼
?
れ
}
医
療
体
制
の
確
保

私
た
ち
県
民
が
、
い
つ
で
も
必
要
な
時
に
適
切
な

医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
医
療
課

で
は
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
ず

一

つ
め
に
は
、
県
民
に
信
頼
さ
れ
安
心
し
て
医
療
機
関

を
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
施
設

・
設
備
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の

一
環
と
し

て
現
在
、
県
立
中
央
病
院
の
全
面
改
築
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
富
山
赤
十
字
病
院
な
ど
老
朽
化
し

た
三
つ
の
民
間
病
院
の
改
築
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
つ
め
に
は
、
マ
ン
パ
ワ

l
(
医
療
従
事
者
)
の

確
保
が
あ
り
ま
す
。
特
に
看
護
婦
の
確
保
は
重
要
な

課
題
と
な

っ
て

い
ま
す
。
現
在
、

県
内
で
は
約
九

千
人
の
看
護
婦

さ
ん
が
働
い
て

い
る
そ
う
で
す

が
、
平
成
十
二

年
に
は
、

一
万

二
千
人
の
看
護

県
民
に
信
頼

7
れ

}

引
世
紀
の
病
院

次
に
訪
問
し
た
の
は
、
県
立
中
央
病
院
で
す
。
現

在
改
築
中
で
、
今
年
六
月

一
日
の
新
病
棟
の
オ
ー
プ

ン
に
続
い
て
、
平
成
七
年
ま
で
に
は
す
べ
て
の
施
設

が
完
成
す
る
予
定
で
す
。
早
速
、
総
看
護
婦
長
の
稲

田
さ
ん
に
、
ど
ん
な
所
が
新
し
く
な
る
の
か
、
説
明

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
ず
、
「
日
本

一
の
健
康
県
づ
く
り
」
を
担
う
基
幹

総
合
病
院
と
し
て
ハ

l
ド
、
ソ
フ
ト
と
も
大
幅
に
充

実
し
ま
す
。

ハ
ー
ド
面
で
は
、
最
新
の
医
療
機
器
が
整
備
さ
れ

る
ほ
か
v

診
療
部
門
、
病
棟
部
門
と
も
ゆ

っ
た
り
と
、

安
ら
ぎ
の
空
間
を
取
り
入
れ
ま
す
。
各
病
棟
ご
と
に
、

風
呂
や
食
堂
が
設
置
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

ソ
フ
ト
面
で
は
、
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム
や
総
合
画

像
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、
よ
り
正
確
で
、
効
率

的
な
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

p、
刷、

~伶

，ゐ

優
秀
な
人
材
の
養
成

最
後
に
、
富
山
県
立
総
合
衛
生
学
院
を
訪
れ
ま
し

た
。
こ
こ
は
、
保
健
婦
、
助
産
婦
、
看
護
婦
を
養
成

し
て
い
る
学
校
で
す
。
県
内
に
は
こ

う
し
た
養
成
学
校
が
十
四
校
あ

る
そ
う
で
す
。
ち
ょ
う
ど
、

入
学
試
験
の
日
で
、

看
護
婦
を
め

ざ
す
高

ま
た

診
療
の
予
約
制
、

自
動
搬
送
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ

れ
、
待
ち
時
間
が
短
縮
さ
れ
る
な
ど
、
患
者
サ
ー
ビ

ス
が
向
上
し
ま
す
。

ま
た
、
人
生
の
最
期
を
迎
え
た
患
者
に
自
由
に
ゆ

っ
く
り
と
過
ご
し
て
も
ら
う
「
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
病

棟
」
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

こ
の
他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
面
で
高
度
化
さ
れ
る
新

し
い
県
立
中
央
病
院
は
患
者
本
位
の
す
ば
ら
し
い
病

院
と
な
り
ま
す
。

12 

校
生
等
が
三
・六
倍
の
難
関
に
い
ど
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
学
院
で
は
、
生
徒
の
自
主
性
を
生
か
し
た
、
ゆ

と
り
の
あ
る
教
育
を
行
っ
て
お
り
、
学
校
の
中
で
は

生
徒
達
が
遅
く
ま
で
、

意
欲
的
に
実
習
記
録
を
書
い

た
り
、
勉
強
を
し
て
い
ま
し
た
。

「
看
護
の
心
」
は
、
人
を
好
き
に
な
る
こ
と
が
大

切
で
、
そ
こ
か
ら
看
護
婦
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
が

身
に
つ
い
て
い
く
の
だ
そ
う
で
す
。
生
徒
は
、
臨
床

実
習
な
ど
の
厳
し
い

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
耐
え
て
、
感

性
豊
か
で
、
心
の
優
し
い
看
護
婦
に
な

っ
て
い
く
の

で
す
。

13 

.医務課福岡課長

。

今
回
の
取
材
で
、
私
は
普
段
何
気
な
く
利
用
し
て

い
る
医
療
機
関
の
裏
で
、
多
く
の
人
た
ち
が
私
達
の

健
康
を
支
え
る
た
め
に
、

一
生
懸
命
に
働
い
て
い
る

姿
を
目
の
あ
た
り
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
改
め
て
そ

の
仕
事
の
大
切
さ
を
実
感
し
、
心
か
ら
感
謝
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
。



「
パ
ラ
グ
ラ
イ

ダ
ー
は
誰
で
も
気

軽
に
始
め
る
こ
と

の
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
。
県
内
で
も
六

十
代
で
や
っ
て
い

る
方
も
お
ら
れ
ま

す。

一
度
始
め
た

ら
、
そ
の
爽
快
感

に
や
み
つ
き
に
な

る
と
思
い
ま
す
よ
U

扇
沢
さ
ん
は
普
段

は
ス
ク
ー
ル
で
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
面
白
さ
を
教
え
る

か
た
わ
ら
、
自
ら
も
世
界
選
手
権
の
対
象
選
手
と
し
て
、

全
国
各
地
で
行
わ
れ
る
大
会
に
参
加
し
て
い
る
。

「毎
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五
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〓
P

不必、、ョ、』
U
E
』

F
凶
以
k
u
Fト
3
y少

a
一ア
ス
キ
ー
場
で
全
国
大
会

F
R
p
u
J
4
.
・乱
u

，4
'
A
M
q

〓園田

E
t
F
』，一・
4

が
行
わ
れ
る
ん
で
す
。
全

。ハ

-

サ

ヘ

グ

ラ

イ

タ

ー

イ

ン

ス

ト

ラ

ク

タ

ー

扇

沢

都

さ

ん

国
各
ブ

ロ
ッ
ク
の
代
表
選

子
百
人
ほ
ど
で
、
ス
ピ
ー

ド
と
距
離
を
競
い
、
年
間
を
通
し
て
高
い
得
点
を
あ
げ

た
上
位
七
名
が
、
来
年
ス
イ
ス
で
行
わ
れ
る
世
界
選
手

権
に
出
場
で
き
る
ん
で
す
よ
U

扇
沢
さ
ん
は
、
こ
れ
ま

で
に
も
日
本
代
表
選
手
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
や
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
大
会
に
出
場
し
た
実
績
を
も
っ
。
「
パ
ラ
グ
ラ
イ

ダ
ー
は
、
す
ご
く
奥
の
深
い
ス
ポ
ー
ツ
。
風
や
気
象
条

件
を
読
ま
な
き
ゃ
い
け
な
い
し
。
で
も
誰
で
も
か
自
分

の
力
で
飛
ぶ
。
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
よ
U

上
昇
気
流

に
乗
っ
て
大
空
に
舞
い
あ
が
り
、
鳥
の
目
で
雄
大
な
富

山
平
野
を
眺
望
す
る
。
話
を
聞
い
て
い
る
だ
け
で
爽
快

な
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

ふるさと
みてある

ノ、

間J
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大
山
町
の
県
営
ゴ
ン
ド
ラ
ス
キ
l
場
は
、
パ
ラ
グ
ラ

イ
ダ
l
に
適
し
た
地
形
、
風
、
輸
送
手
段
の
三
つ
の
好

条
件
が
揃
っ
て
お
り
、
日
本
で
も
有
数
の
パ
ラ
グ
ラ
イ

ダ
l
の
メ
ッ
カ
と
な
っ
て
い
る
。
週
末
に
は
東
京
や
大

阪
、
名
古
屋
な
ど
県
外
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
若
者
た
ち

が
集
ま
っ
て
く
る
。
こ
の
ゴ
ン
ド
ラ
ス
キ
l
場
で
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
ス
ク
ー
ル
を
開
校
し
て
い
る
扇

沢
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

大山町の概要

Lも包:-v

「
三
年
ほ
ど
前
に
、
お
隣
り
の
石
川
県
で
、
モ
ロ
へ

イ
ヤ
を
野
菜
と
し
て
出
荷
し
て
い
る
所
を
視
察
し
た
ん

で
す
。
モ
ロ
へ
イ
ヤ
は
栄
養
価
が
高
い
し
、
暑
さ
に
も

強
い
と
い
う
こ
と
で
、
転
作
の
作
物
と
し
て
植
え
る
農

家
が
結
構
あ
る
が
で
す
。
そ
れ
で
う
ち
と
こ
で
も
こ
の

モ
ロ
へ
イ
ヤ
を
使

っ
た
特
産
物
を
何
か
作
り
た
い
と
思

た
が
で
す
U

そ
こ
で
薬
師
会
で
は
町
の
農
産
物
活
用
コ

ン
ク
ー
ル
に
、
こ
の
モ
ロ
へ
イ
ヤ
せ
ん
ぺ
い
を
出
品
。
「
す

ご
く
評
判
が
よ
か

っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
町
の
人
に
も

協
力
し
て
も
ら
い
、
商
品
化
し
て
み
た
が
で
す
U

以
来
、

こ
の
せ
ん
ぺ
い
は
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い
る
。
薬
師
会

の
金
山
さ
ん
は
、
「
口
コ
ミ
で
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
っ

て
、
今
で
は
岐
阜
の
方
か
ら
も
買
い
に
来
る
お
客
さ
ん

が
い
る
ほ
ど
で
す
U

と
ニ
コ
ニ
コ
と
話
す
。
薬
師
会
で

は
こ
の
せ
ん
ぺ
い
の
他
に
、
昔
な
つ
か
し
い
「
こ
お
り

も
ち
」
や
漬
け
物
な
ど
も
販
売
し
て
い
る
。
ど
れ
も
発

売

一
年
で
三

i
五
倍
に
売
り
上
げ
が
伸
ぴ
た
と
い
う
ヒ

ッ
ト
商
品
だ
。
「
袋
詰
め
と
か
箱
詰
め
と
か
、
年
々
大
変

に
な

っ
て
き
と
る
が
に
、
み
ん
な
和
気
あ
い
あ
い
と
や

っ
て
く
れ
ま
す
ち
ゃ
。
今
度
モ
ロ
へ
イ
ヤ
の
お
茶
を
出

そ
う
か
思
と
ん
が
で
す
け
ど
、
昧
ど
う
で
す
か
?
」
研

究
熱
心
な
こ
の
田
近
さ
ん
の
姿
勢
。
な
る
ほ
ど
な
/
と

思
っ
た
。

扇沢都さん

大芝
山秦
カ曽
L、ミ
ロ流

方 lag 
のズE
~ -ι 
ヨミ

「
最
初
は
お
互

い
言
葉
は
通
じ
な
い
し
、本
当
に
身

振
り
手
振
り
で
会
話
を
す
る
、
と
い
う
感
じ
で
し
た
よ
。

で
も
寝
食
を
共
に
し
て
い
る
と
、
ま
ず
年
の
近
い
子
供

た
ち
が
仲
よ
く
な
っ
て
い

っ
た
と
い
う
感
じ
で
す
ね
U

と
語
る
の
は
、
。
大
山
カ
ム
ロ

l
ズ
友
の
会
。
会
長
の
高

木
重
信
さ
ん
。

‘カムローズの学生
さんの前でお点前
を披露。

「大山カムロースe友の会」の砂
宮本さん、高木さん、
早水さん(左から)

お
茶
う
け
に
、
ご
飯
に

名
物
を
次
々
と
生
み
出
す

お
ば
ち
ゃ
ん
。ハワ
I

「
薬
師
会
」

大
山
町
で
、
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
せ
ん
べ
い
を
考
案

し
、
特
産
物
と
し
て
売
り
出
し
て
い
る
農
村
婦
人
グ
ル

ー
プ
が
あ
る
。
「
薬
師
せ
ん

べ
い
」
な
る
こ
の
せ
ん
べ

い
、
昔
な
つ
か
し
い
カ
ル
シ
ウ
ム
せ
ん
べ
い
に
、
「モ

ロ
へ
イ
ヤ
」
と
い
う
エ
ジ
プ
ト
原
産
の
緑
黄
色
野
菜
の

粉
を
ま
ぶ
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
作

っ
て
い
る
「薬

師
会
」
の
代
表
で
あ
る
田
近
幸
子
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

‘「薬師会」てe

つくっている
ヒット商品の
数々
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昭
和
六
十
年
九
月
、
カ
ナ
ダ
・
カ
ム
ロ
ー
ズ
市
の
市

長
夫
婦
が
大
山
町
を
表
敬
訪
問
し
た
。
そ
れ
以
来
、
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
や
親
善
訪
問
を
通
し
て
、
活
発
な
文
化
交

流
が
行
わ
れ
て
い
る
。
「
大
山
カ
ム
ロ

l
ズ
友
の
会
」
は
、

町
民
が
中
心
と
な

っ
て
国
際
交
流
を
進
め
る
グ
ル
ー
プ

で
、
昨
年
六
月
に
発
足
。
会
員
は
、
昨
年
カ
ム
ロ

l
ズ

市
か
ら
訪
れ
た
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
学
生
を
受
け
入
れ
た

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
々
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
「最

初
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
や
っ
て
き
た
学
生
さ
ん
な
ん
か
、

お
は
し
を
使
う
と
き
に
ド
キ
ド
キ
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。

で
も
お
刺
身
と
か
天
プ
ラ
と
か
、
何
で
も
お
い
し
そ
う

に
食
べ
て
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
ち
ら
の
生
活
様
式
に
も

す
ぐ
に
慣
れ
ま
し
た
ね
。
あ
と
、
あ
ま
り
感
情
を
む
き

出
さ
ず
に
慎
み
深
い
所
も
す
ご
く
親
近
感
が
も
て
ま
し

た
U

と
話
す
早
水
さ
ん
は
、
婦
人
の
翼
の
団
員
と
し
て
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
を
視
察
し
た
経
験
を
も
っ
。
ご
夫
婦

で
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
校
長
先
生
宅
に
ホ

l
ム
ス
テ
イ
し

て
以
来
、
家
族
ぐ
る
み
の
お
付
き
合
い
が
続
い
て
い
る

と
い
う
宮
本
さ
ん
は
、
「
ご
く
普
通
の
家
庭
に
カ
ナ
ダ

の
学
生
さ
ん
を
招
待
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
外
国
人
に

対
す
る
妙
な
偏
見
は
な
く
な
り
ま
し
た
ね
。
ま
た
、

子

供
た
ち
も
、
も

っ
と
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
と
、

一
生

懸
命
英
語
を
勉
強
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
U

と
言
う
。

会
と
し
て
は
こ
れ
か
ら
、
外
国
の
方
を
招
い
た
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
大
会
や
英
会
話
教
室
を
通
し
て
、
町
民
ぐ
る
み

の
国
際
交
流
を
す
す
め
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
。
「
こ
れ

か
ら
は
学
生
さ
ん
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
お
互
い
に
お
酒

を
の
ん
で
楽
し
め
る
よ
う
な
、
大
人
の
交
流
も
深
め
て

い
き
た
い
で
す
ね
U

と
抱
負
を
語
る
高
木
さ
ん
。
町
の

あ
ち
こ
ち
で
町
民
と
外
国
人
の
談
笑
す
る
シ

l
ン
が
見

ら
れ
る
の
も
近
い
け

15 



県からのお知らせ

スパイクタイヤの使用に
罰則が適用

冬
道
の
主
役
は
「
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
」
と
あ
な
た
の
「
安
全
運
転
」
で
す
。

4月1日から | 

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
規
制
法
に
基
づ
い
て
、
積
雪
凍

結
道
路
以
外
で
の
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
使
用
は
禁
止

さ
れ
て
お
ひ
、
指
定
地
域
内
で
は
本
年
の
4
月

1
日

か
ら
は
違
反
し
た
場
合
、
日
万
円
以
下
の
罰
金
が
科

せ
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
大
型
車
に
つ
い
て
は
、
平

成

5
年
3
月
紅
白
ま
で
使
用
禁
止
及
び
罰
則
の
適
用

を
猶
予
し
て
い
ま
す
。

3月は納税
強調月間です

由子父子家庭等
電話相談のご案内

県では、 3月を「納税強調月間」として、

税の仕組みゃ役割りについて、 みなさんにご

理解をいただくとともに、まだ納めていただ

いていない税金については、早急に納めてい

ただくようお願いしています。

なお、 県税について疑問やお困りのことが

ありましたら、お気軽に、最寄りの県税事務

所へご相談ください。

・しあわせ富山ささえる県税・
※指定地域

スパイクタイヤの使用が禁止される地域と

して、富山県では8町村(庄川町、井波町、

井口村、城端町、福光町、平村、上平村、利

- ~m盃置函E園・・
県内の銀行、信用金庫、農協、 j魚、協、信用組合

又は県税事務所で納めてください。

賀村)を除く、 27市町村が指定されています。

※法律では、あくまでスパイクタイヤの使

用禁止が原則です。罰則適用の受けない非指

定地域、あるいは積雪凍結路でも、スパイク

タイヤをイ吏用しないことを求めています。

主
婦
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こ
そ
富
山
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』

(
紙
面
の
都
合
上
、

佳
作
作
品
は
省
略
し
ま
す
。)

心
ふ
れ
あ
う

(
応
募
者
)
入
善
町

「
ょ
う
こ
そ
と

老人保健制度
改正のお知らせ

。
優
秀
作
晶

「
も
て
な
し
は

口
。
一
っ
こ
そ
富
山
キ
ャ
シ
ベ
ー
シ
』

啓
発
標
語
が
決
ま
O
ま
レ
た
。

富
山
県
で
は
、
今
年
開
催
の
「
エ
キ
ス
ポ
と
や
ま
博
」
を
は
じ
め
、
「
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
ヘ
「
国
民
文
化
祭
」
、
「

2
0
0
0
年
国
体
」
な
ど
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト

を
控
え
、
県
内
を
訪
れ
る
観
光
客
を
あ
た
た
か
く
迎
え
る
運
動
と
し
て

『
ょ
う

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
昨
年

7

月
に
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
啓
発
標
語
を
広
く
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

1
、
2
3
0

点
の
応
募
が
あ
り
、
審
査
委
員
会
を
開
い
て
厳
正
に
選
考
し
た
結
果
、
次
の
と

お
り
決
定
し
ま
し
た
。

し瓦
し￥
~ 

入品

苧 山
'J、 L
~ 

ーテ

校
3 
年
C 
来且

向

あ
な
た
が
主
役
」

光
塚
誠
一
例

一
人
ひ
と
り
の

(
応
募
者
)

-・E霊園翠亙- 園E・・
大
沢
野
町

富
山
の
温
も
り
あ
な
た
か
ら
」

(
応
募
者
)
氷
見
市

村
田
美
代
子
側

「
あ
な
た
に
も

で
き
る
笑
顔
の
ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
」

(
応
募
者
)
小
矢
部
市
赤
井
武
次
側

。
最
優
秀
作
昂

「
逢
う
旅
に

県税についての相談や苦情がありました ら、お気軽に

下記の県税事務所までご連絡下さい。

事務所等 所 在 地

富山県税事務所 富山市舟橋北町卜 11fi(0764)4ト2551

自動車税センター 富山市新圧町馬場39-6fi(0764)24-9211 

高岡県税事務所 高岡市赤祖 父 21Ifi(0766)2ト9411

魚津県税事務所 魚 津 市 新宿 10-7 fi(0765)24-5311 

砺j皮県税事務所 砺波市幸町卜 7fi (0763) 33-5151 

富山県総務部糊課 富山市新総曲輪ト7fi(0764)3卜4111

無
職

自
営
業

貧困の税金は税務署へ
市町村の税金は市役所または町村役場へ
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-県税の所管区域図(平成3年4月 1日現在)

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
や
父
子
家
庭
の
お
父
さ
ん

な
ど
を
対
象
と
し
て
、
毎
週
土
、
日
曜
日
に
電
話
に

よ
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
教
育
な
ど
日
常
生
活
で
の
悩
み
や
各
種
の
福
祉
施
策
に

つ
い
て
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
電
話
を
く
だ
さ
い
。

(
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
ま
た
、
匿
名
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。)

(
電
話
受
付
時
間
)

祝
祭
日
を
除
く
毎
土
、
日
曜
日
の
午
前
川
時
か
ら
午
後

4
時
ま
で

(
開
設
場
所
)

富
山
市
舟
橋
南
町

5
の
は

富
山
県
社
会
福
祉
会
館
内

例
富
山
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

宮

0
7
6
4
・
辺
・

4
2
9
8

初
歳
以
上
の
人
及
び
侃
歳
以
上
初
歳
未
満
の
ね
た

き
り
等
の
状
態
に
あ
る
人
に
対
す
る
医
療
な
ど
を
定

め
た
老
人
保
健
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
平
成

4
年

1
月
か
ら
お
年
寄
り
が
医
療
機
関
の

窓
口
で
支
払
う
一
部
負
担
金
が
、
外

来
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
の

1
日
8

0
0
円
が

9
0
0
円
に
、
ま
た
入
院

に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
の

4
0
0
円

が

6
0
0
円
に
変
更
に
な
り
ま
し
た

詳
し
く
は
、
県
庁
高
齢
福
祉
課
、

ま
た
は
市
町
村
老
人
医
療
窓
口
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。



県からのお知らせ

富
山
県
立
近
代
美
術
館

企
画
展

富
山
県
立
近
代
美
術
館
で
は
、
収

蔵
作
ロ
聞
の
な
か
か
ら
日
頃
紹
介
す

る
機
会
の
少
な
い
作
昂
を
次
の

3

つ
の
コ
ー
ナ
ー
で
展
示
し
ま
す
。

E 被SF~哩Eι一一一一一

現在活躍中のアートディレクタ -20
名の作品約100点を展示。

E謂盲I四eIIヨ盲E置罵理置軍司E司=-

瀧口修造のデ力ルコマ二一(転写法)

作品全100点のほか、ジ ョアン・ミ口と

の共同制作による詩画集などを展示。

漢との
対話ちγ

問合せ

日自由@@U~~~dlm~
全国に誇る富山の冬の魅力を「富山の冬100選J

として選定し、広く PRすることにより、富山県の
冬季観光の振興を図ろうとするものです。
皆さんお気に入りの富山の冬の風景、味覚、冬の楽しみな

ど、全国に紹介したい、富山ならではの冬の魅力をどんどん

ご応募下さい。

応募要領

郵便ハガキに、推せんする冬の 「魅力」の名称及びその内

容 (50字程度)、住所、氏名、年令、職業、電話番号を記入し
てください。作品は一人何点てaもかまいませんが、ハガキ一

枚につき一点とします。

締め切り 平成4年 3月21日

送付及び問合せ先

干930富山市新総曲輪 1の 7
富山県観光通商課内富山県観光連盟「富山の冬100選」募集係

包 0764・31・4111 (内線3658)
プレゼント

「富山の冬100選」に選定された方の中か ら抽選でステキな

プレゼントを差し上げます。

聞旅行券 (10万円)

・県内ホテル・旅館ベア宿泊券

・立山黒部アルペンルートベア乗車券

(立山崎黒部湖問往復)

・黒部峡谷鉄道ベア乗車券(往復)

-富
山の
作家
シ
リー
ズ
・
「
世
代
に
み
る
富
山
県
の
作
家
た
ち
」
展
〈
加
代
以
下
〉

富
山
県
民
会
館
美
術
館
で
は
、
富
山
の
作
家
シ
リ
ー
ズ
「
世
代
に
み
る
富
山
県
の
作
家
た
ち
」
展
〈
却
代
以
下
〉

を
開
催
し
ま
す
。

本
展
は
、
県
内
在
住
作
家
を
、
印
代

以
上
、
切
代
、
伺
代
、
初
代
以
下
の
四

つ
の
世
代
層
に
分
け
、
各
世
代
の
作
品

を
通
じ
て
、
富
山
県
の
美
術
界
の
動
向

や
特
徴
を

4
回
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て

い
る
も
の
で
す
。

シ
リ
ー
ズ
最
終
回
と
な
る
今
回
は
、

初
代
以
下
の
作
家
に
焦
点
を
当
て
、

日

本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
、
書
、
写

-庄司IIMfi劃ül1長車両?，韮ヨゆ!I~ヨ最恒:;;;~

若手作家の登竜門として知られる日

本現代美術展、日本国際美術展の受賞

作品などを展示。

期間 3月29日(日)まで

観覧料一般200円高大生160円
小中生100円

ft0764・21・7111

3月21日仕)は臨時閉館となります。

真
の

6
部
門
か
ら
近
作
合
わ
せ
て
約
問

点
を
展
示
し
ま
す
。

期

間

3
月

6
日
働

l
n日
ω

場

所

富

山

県

民

会

館

美

術

館

入

場

料

一

般

川

円

生
徒
・
児
童
川
円

富
山
県
民
会
館
文
化
事
業
課

文
化
係

8
0
7
6
4
・辺・

3
1
1
1
(内
線

2
5
1
)

「
博
覧
会
に
見
る
富
山
県
の
あ
ゆ
み
」

3
月
日
日
開

1
5
月
日
日
働

富
山
県
公
文
書
館
展
示
ホ
ー
ル
(
富
山
市
茶
屋
町
お
の

2
)

無

料
0
連
合
共
進
会

o
日
満
産
業
大
博
覧
会

O
高
岡
産
業
大
博
覧
会

O
富
山
産
業
大
博
覧
会

O

に
っ
ぽ
ん
新
世
紀
博
覧
会

O
第
一
回
ジ
ャ
パ
ン
エ
キ
ス
ポ
富
山
m
X

8
0
7
6
4
・日四

・
4
0
5
0

テ
ー
マ

期

間
場

所

入
場
料容

内問
合
せ

問
合
せ

@ 

• @ 

文化の県づくり懇話会

富山県農業の新規担い手確保対策検討会の知

事への報告

雪美のひろば・スノーアー卜とやま'92点灯式

富山県高度情報ネットワーク開局記念式典

第8回日本雪工学会富山大会

第45回富山県体育大会冬季大会スキー競技会

開会式 (-21日)

青年・ 婦人の翼報告展

富山県農業者の集い1月14日

1月16日

1月17日

1月18日

a 
「北方領土の日」記念事業

富山県農業農村整備事業管理計画シンポジウ

ム

省資源 ・省エネルギー運動富山県民大会

第7回冬季県民レクリエーション大会 (雪の

シンフォニー)

まちのかお講演会

Z貨街頭献血日程

1月24日

2月1B 
2F.J2日

(当日消印有効)

1人

2来且
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10幸且

10来E

閤眠宮古田商圏聖協調商

津
堅
直
弘
さ
ん
は

N
H
K
交
響
楽
団
首
席
奏
者
で

あ
り
、
我
が
国
ト
ラ

ン
ペ
ッ
ト
界
の
第
一
人
者
で
す
。

今
回
は
、
ト
ラ
ン

ペ
ッ

ト
が
、
現
在
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
持
つ
ま
で
に
通

っ
た
歴
史
を
、
実
際
に
そ
の
機
構

を
説
明
し
な
が
ら
、
ピ
ス
ト
ン
の
全
く
無
い
ナ
チ
ユ

ラ
ル
・
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
や
、

木
管
楽
器
の
よ
う
な
鍵

が
付
い
た
キ
|
・

ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
な
ど
、
い
く
つ
か

の
古

い
楽
器
で
演
奏
し
ま
す
。

〈
日
時
〉

3
月
幻
日
制

同
時
開
演

〈
場
所
〉
富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

〈
問
合
せ
〉
富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル

宮

0
7
6
6
・
ぉ

・
4
1
4
1

第~~固コシサート・開催
「津堅 直弘J (トランペット)

日 曜 士暴 所 時 間

1水 氷見市「サンパークひみ」ショッヒ。ングセンター前 10 : 00 -15 : 30 

4 土 J R富山駅前 1 0 : 00 -16 : 00 

11 土 富山市「アピタ」ショッヒ。ンクeセンター前 1 0 : 00 -16 : 00 

12 日 黒部市「メルシー」ショッヒ。ンクeセンター前 10 : 00 -15 : 30 

13 月 庄川町役場前 1 0 : 00 -15 : 30 

18 土 富山西武デ‘パート前 1 0 : 00 -16 : 00 

19 日 富山西武デ、パート前 10 : 00 -16 : 00 

20 月 大沢野町役場前 1 0 : 00 -15 : 30 

26 日 J R高岡駅前 10 : 00 -15 : 30 

29 ⑧ 砺波市チューリッフ。フェア会場 1 0 : 00 -1 5 : 30 

※富山県赤十字血液セ ンター (富山市牛島本町)では、毎土曜日
の午後も開所し (祝祭日除)、献血を受付けしています。

19 

第1回太閤山ランド冬の親子ふれあい大会

第1[8]2000年国体等懇話会

美との対話'92(-3月29日)

2月7日

2月8B

2月9日



表

2
P P

門

/ι

P 
6 

P 
10 

エ
ッ
セ
イ
/
福
永
鳴
風

ひ
と
/
島
田
誠
治

①
ス
ノ

l
ア
l
ト
と
や
ま
位

②
高
度
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
開
局
記
念

式
典

③
北
方
領
土
の
日
記
念
事
業

④
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
運
動
富
山

県
民
大
会

特
集
/
富
山
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー
オ
|

フ
ンU 

P 

T
O
Y
A
M
A
 

P 

N 

撮
影
/
赤
羽
仁
諭

p
ロ

一
県
庁
探
訪
/
医
務
課

p
日

一
ふ
る
さ
と
み
て
あ
る
記
/
大
山
町

p
m
一
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

-
表
紙
撮
影
/
滝
川
邦
彦
(
日
本
写
真
家
協
会
会
員
)

第
七
回
冬
季
県
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

「
雪
の
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
」
が
二
月
二
日
、
好
天
に

恵
ま
れ
た
城
端
町
の
城
南
パ
ー
ク
と
城
端
中
学

校
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
、
約
三
千
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

雪
上
運
動
会
や
雪
上
ゲ
ー
ム
、
雪
の
造
形
な

ど
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
者
た
ち
は
心
ゆ

く
ま
で
雪

に
親
し
み

楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

g~主主~!l画面匝lNF..
富山県受通事c&相談所東別館1階

n(0764)31-4111内4400

-・I~;~細目・r:司・・
覚

談

一
~
J

-
相

判
。

法
な

化
、!

商
ん

lv
川

賃
ど

。っ
〈

悪

、

す

-一
E

.
ど
ま

ヨ
4

題
な

じ

心

問

剤

応

市

庭

い

も

の

家

せ

に

宮

-四'J".11:1・E・ffi.
高齢者や家族の心配ご‘と、
悩みごとに富山県高齢者

総合相談センター
富山市舟橋南町5-14
社会福祉会館内
宮 (0764)41-4 1 1 0 

-1';:1::;;弘司同同町4・E・
消費生活センター

富山市安住町7-18
安住町第一生命ピル内

(一般相談は)

宮 (0764)32-9233
(金融相談は)

宮 (0764)33-3252
消費生，普センター高岡支所

高岡市本丸町7-1
本丸会館内

包 (0766).25-2777

-・・・・・t弓.;!II匝園面.11・E・-匹ヨ・・・・・・

高岡地方県民相談室

-・・・・E幽量fillI箇置副.園皿盟・・・・・・

富山市新総曲輪卜7(県庁内)

宮(0764)3卜4111附
31-3131 (県民相談電話)

高岡市赤祖父211(総合庁舎内)

宮 (0766)21-9411附
魚津市新宿10-7(総合庁舎内)

宮 (0765)24-5311附
砺j皮市幸町卜7(総合庁舎内)

宮 (0763)33-5151 (1tl 

談 、室キ目民県

回
廊
の
お
3

風
景

〈
イ
ン
テ
ッ
ク
大
山
研
修
セ
ン
タ
ー
〉

魚津地方県民相談室

砺波地方県民相談室

副首厩詞~~区1
・北日本、富山、読売、北陸中目、

朝日、毎日

毎月第2、最終土曜日

「県からのお知らせ」

県わらの木、ソトニ三一ス見て、聞いて、ご意見をお寄せください。

司mlfKD.~
・チューリップテレビ 毎週土曜日AM9:30-9: 45 

「志の輔・陽子のふるさとトーク」
・北日本放送毎週日曜日AM11 : 00-11" : 30 

「こんにちは富山県でtす」 ※翌日同時間再放送

3/1 広がる環日本海支流
3/巴 最前線で活躍いきいき長寿社会
3/15 町づくりにふるさと融資
3/22 ふるさと県民オペラ開催
3/29 平成4年度予算スタート

・富山テレビ 毎週日曜日 AM9:00-9:30 
rl12万人のひろばークイズ/フォー力ス・イン」

物価に関する苦情や相談があればお気軽にお電話くださいO

n(0120)16-7400 (県j玉県民生活課内)

E M耐対日間・][・E・FMとやま

「ふれあいホットライン」

県内各地からホ ットな話題をク

リアなサウンドでおとどけしま

す。

毎週月~金曜日 AM9: 30-9: 35 

ス
の
方
々
と
記
念
写
真
を
撮

っ
た
。
で

き
あ
が

っ
て
き
た
写
真
に
は
、
デ
レ
ー
っ

と
し
た
私
の
顔
。
で
も
、
美
女
に
固
ま

れ
た
ら
だ
れ
で
も
こ
う
な
る
の
で
は
。

(
A
)
 

・
取
材
で
訪
問
し
た
「
薬
師
会
」
。
お
忙

し
い
中
で
の
取
材
だ
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
私
が
質
問
す
る
問
も

な
い
く
ら
い
に
し
ゃ
べ
ら
れ
る
し
、
笑

わ
れ
る
し
。
と
に
か
く
皆
さ
ん
底
抜
け

に
明
る
か

っ
た
。

せ
ん
べ
い
も
お
い
し
か

っ
た
け
ど
、

何
と
言
っ

て
も
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
が
い

い
昧
を
出
し
て
い
た
。

(
T
)

女
森
の
案
内
人

「森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
」
の
試
験
に
は
予
想
を
超
え
る
志

願
者
が
殺
到
し
た
そ
う
で
す
。
森
林
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
第

一
号
の
島
田
さ
ん

と

一
緒
に
受
験
し
て
い
た
あ
る
大
手
の

熟
年
商
社
マ
ン
は
「
も
う
疲
れ
た
。
余

生
を
の
ん
び
り
と
自
然
の
中
で
過
ご
し

た
い
U

と
し
み
じ
み
と
語

っ
て
お
ら
れ

た
と
の
こ
と
で
す
。
世
は
ま
さ
に
。
モ

l

レ
ツ
。
か
ら
か
ゆ
と
り
。
の
時
代
へ
と

移
り
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

(
M
)

F
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一
九
九

O
年
、

突
如
出
現

し
た

が

ら

ん

か
現
代
伽
藍
。
と

で
も
言
う
よ
う
な

建
築
が
生
ま
れ
た
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打

ち
放
し
の
外
壁
に
、

欧
州
的
色
彩
を
感

じ
さ
せ
る
日
本
瓦

を
載
せ
た
現
代
建

築
で
あ
る
。
用
途

は
宿
泊
研
修
を
主

と
す
る
も
の
だ
が、

我
々
に
。
研
修
。

と
は
何
か
を
問
い

か
け
る
よ
う
な
造
形
で
あ
る
。
各
棟
に
よ

っ
て
固
ま
れ
た
空
間
に

「
回
廊
」
を
ま
わ
し
、
そ
れ
に
よ

っ
て
棟
を
結
ぶ
と
い
う
機
能
と
ば

柱
列
と
い
う
造
形
が
創
り
出
す
不
思
議
な
聖
と
静
、
そ
し
ぼ
深
い

思
索
と
美
を
感
じ
さ
せ
る
時
の
流
れ
が
迫
っ
て
く
る
よ
、
心
、で
あ
る
。

こ
の
建
築
は
、
隣
接
す
る
富
山
国
際
大
学
の
建
築
群
と
統
一
し

た
デ
ザ
イ
ン
で
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
弘
、
つ
な
事
例
は

稀
な
こ
と
だ
け
に
、
学
ぶ

べ
き
点
も
多
い
よ
、
J
O
思
わ
れ
る
。
ま

た
、
大
学
の
配
置
計
画
が
『
分
散
す
る
形
で
の
、分
棟
方
式
で
あ
る
の

に
対
し
て
、
こ
の
研
修
施
設
は
や
は
り
分
様
で
あ
り
な
が
ら
内
に

向
か
っ
た
世
界
を
創
出
し
て
い
る
建
築
ち
も
あ
る
。
建
築
全
体
が

一
つ
の

か
集
落
。
と
し
て
、
内
か
ら
東
詰
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
印

象
を
与
え
て
い
る
。
た
ぶ
ん
、
回
廊
が
こ
の
よ
う
な
効
果
を
も
た

ら
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
各
棟
一が
内
空
間
(
回
廊
側
)
に
向

か
っ
て
語
り
か
け
る
表
情
も
そ
れ
ぞ
有
に
計
算
さ
れ
、
回
廊
を
歩

く
者
を
魅
了
し
て
や
ま
な
い
。

一

と
こ
ろ
で
、
現
代
建
築
の
屋
根
の
こ
と
だ
が
、
我
々
日
本
人
は

案
外
勘
違
い
を
し
て
い
る
民
族
か
も
し
れ
な
い
。
筆
者
、が
説
明
す

る
に
、
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
云
々
で
、
丘
本
瓦
を
戴
せ
た
現
代
建
築
」

で
あ
る
と
わ
ざ
わ
ざ
一
一
言
、つに
は、

ネ
れ
だ
け
珍
し
い
組
合
せ
だ
か

ら
で
あ
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
主
体
構
造
の
素
材
に
使
っ
た
現
代

建
築
と
言
え
ば
、
さ
も
勾
配
屋
根
の
な
い
の
が
正
し
く
、
立
派
で

あ
る
か
の
也
、
つ
に
思
い
込
ん
で
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
気
候

風
土
を
無
視
し
た
建
築
ほ
ど
、
無
駄
で
不
自
然
な
も
の
は
な
い
。

世
界
有
数
の
降
水
量
を
誇
る
日
本
建
築
が
ど
ん
な
構
造
で
あ
れ
勾

配
屋
根
で
快
い
の
は
ど
こ
か
無
理
を
し
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
与

え
る
。

ぷ

で
も
、
ア
ジ
ア
で
お
霊
祭
原
点
で
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
が
美
し
い
造
形
を
継
承
し
て
い
る
。
ま
し
て
，
屋
根
の
建

築
。
と
か
、一。
聾
の
美
。

と
か
言
わ
れ
る
日
本
建
築
が
屋
根
を
忘
れ

て
久
し
い
今
日
、
こ
の
研
修
施
設
が
国
際
化
時
代
へ
の
対
応
と
い

う
視
点
か
守
色
彩
計
画
の
標
準
を
そ
こ
に
合
わ
せ
な
が
ら
も
、
屋

根
を
日
本
瓦
で
葺
き
、
か
つ
見
事
に
調
和
さ
せ
た
力
量
は
称
賛
に

値
す
る

O
ど
こ
と
な
く
木
造
建
築
の
香
り
が
感
じ
ら
れ
る
の
も
、

建
築
家
が
読
み
込
ん
だ
仕
掛
け
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
打
ぢ
放
し
の
外
壁
の
仕
上
が
り
は
、
授
か
り
も
の
で
す
よ
。

建
築
や
る
行
為
と
は
、
神
仏
と
の
対
話
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
建

築
家
は
も
っ
と
謙
虚
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
ね
」

、
何
か
が
勧
え
始
め
た
建
築
家
に
は
、
こ
ん
な
建
築
が
授
け
ら
れ

る
も
の
か
と
患
っ
た
。
ま
た
、
回
廊
を
歩
い
て
み
た
く
な
っ
た
。

衝
の
中
に
も
、
人
の
心
に
も
、
，
回
廊
。
は
必
要
で
あ
る
。

写真/風間耕司(日本写真家協会会員)

文責/岡田順一(富山ヱディターサロン会員)




